
 

            
  

  継 承 と 創 造 

校 長  古 山 真 樹 

 

 今年の合唱コンクールは例年の３月から１０月に時期を変え、場所も練馬文化センター大ホールに変えて

の大きな転換点となりました。年々素晴らしくなっていく合唱コンクールですが、３月では２年生のスキー

教室直後、また３年生は受験と重なり全員がそろっての満足な練習がなかなかできないこと等からの転換で

した。そして、せっかくの素晴らしい歌声を音響効果の素晴らしいホールで響かせてほしいという願いから

でもありました。もちろん心配も様々にありましたが、君たちの歌声がそれを払拭
ふっしょく

してくれました。 

君たちの歌声は立派にこれまでの開一中の伝統を受け継ぐと同時に、さらに発展して新たな歴史の１ペー

ジを開いてくれました。 

実際にホールで聴くと、体育館の雑然とした雰囲気・音響とは違って、一人一人の歌声が一体化されて鮮

明かつ豊かな広がりをもった響きとして伝わってきました。伴奏のピアノも柔らかにくっきりと聞こえてき

ました。君たちもこの素晴らしいホールで歌ったという一生に何度もないであろう貴重な体験を誇りに感じ

て欲しいと思います。同時に、だれが見ても立派な君たちの姿を誇らしくも感じました。 

講評でも述べましたが、１年生は、初めての合唱コンクールで緊張もあったと思いますが、大きなホール

に物怖
ものお

じすることない姿勢・態度で立派に歌い上げました。そして２年生になると男子がたくましい声を響

かせ、特に自由曲の表現力は素晴らしいものでした。来年が楽しみになりました。何と言っても３年生、学

年合唱でもう涙が出そうになりました。しっとりとしながらもすさまじい気迫
きはく

で心に訴えかけてくる歌声に

圧倒されました。合唱とは、心を込めてこういうふうに歌うんだという模範を示してくれました。最上級生

としての堂々とした凜々
り り

しい姿、真剣な姿勢はこの大ホールにふさわしく、聴いている側は心地よい幸福感

に浸
ひた

ることができました。３年生が新たな開一中の伝統を創造してくれました。このように一段階グレー

ドアップした合唱コンクール、開一中の新たな誇りと伝統として受け継がれていくことを楽しみにしていま

す。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                            

今月の金言・名言 友情は喜びを倍にし悲しみを半分にする フリードリッヒ・フォン・シラー 

   

読めばすぐに意味が分かり「なるほど、そうだよなぁ」と納得する言葉ではないでしょうか。喜びを共に共有

できる友人がいる、悲しいときに慰
なぐさ

めてくれたり話を聞いてくれる友人がいることで、まさに喜びは何倍にも

なり、悲しみも和
やわ

らげられるものです。ただし、それだけでこの言葉の意味をわかったつもりになってはいけま

せん。問題は友とは何か、友情とは何かということです。 

最近の若者の風潮として言われているようなLINEの軽いやりとりで、何でも他人に同調してしまうような友、

すぐに返事を返さないと仲間ではないみたいな関係では本当の友情など育つわけもありません。 

本当に自分のために親身になって誠実に向き合ってくれる人、自分のために犠牲を払ってまでも助けてくれる

人、時には真剣に自分をたしなめてくれる人こそが本当の友と言えるでしょう。しかし、そうしたお互いを高め

合う間柄
あいだがら

になれるのは簡単ではありません。自分自身も相手のことを真剣に考えてあげられる、お互いにそう

なってこそ親友、友情と言えるでしょう。ですから友達の姿とは自分自身の鏡
かがみ

とも言えるでしょう。少し難し

く感じたかもしれませんが、君たち中学生はまだまだ発展途上、これから様々な体験をして自分自身の価値観も

これから確立されていく時期です。よりよい自分を築いていくことが親友、友情を育てることになります。一生

をかけてそんな友ができると、人生に豊かな潤
うるお

いが広がることでしょう。
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◆陸上競技部 

◇第72回東京都中学校支部対抗陸上競技選手権大会 

男子共通砲丸投 板山光太朗【４位】 

女子共通200ｍ 鈴木菜央【６位】 

女子共通4×400ｍR（練馬区選抜）鈴木菜央【５位】 

◆ソフトテニス部 

◇総合体育大会「男子個人」 

 【１位】矢部裕大・岡部俊輝 

 【２位】原田 航・屋代咲也 

 【３位】小澤一輝・川崎 翼 

◇総合体育大会「男子団体」【優勝】 

◆卓球部 

◇練馬区民大会中学生の部 

 「男子シングルス」 

 【第３位】佐藤 空 

◆バドミントン部 

◇第56回練馬区中学校総合体育大会」 

男子団体【３位】 

男子シングルス 桃井亮磨【２位】 

 

 

◆水泳 

◇第67回東京都中学校学年別水泳競技大会 

 １年男子50ｍ自由形【２位】梶 良介 

 ２年男子100ｍ背泳ぎ【２位】猪股 楓 

 ３年男子50ｍ背泳ぎ【２位】速水俊輔 

◇練馬区区民体育大会 

中学男子50ｍ背泳ぎ【１位】速水俊輔 

中学男子50ｍバタフライ【１位】速水俊輔 

中学男子100ｍ平泳ぎ【１位】速水俊輔 

◆剣道 

◇第56回練馬区中学校生徒総合体育大会 

 【優勝】谷口瑞季（開進三中合同） 

◇第３ブロック大会 

女子団体の部 谷口瑞季【２位】都大会出場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年１０月２１日（月）実施 

大成功に終わった合唱コンクール。支えてくれたのは

実行委員会の生徒たちの努力があったからこそです。何

ヵ月も前から準備し、当日も早くから来て舞台設営、司

会リハーサル、イメージ画の掲示など陰となって頑張っ

てくれました。実行委員会の皆さん本当にご苦労さまで

した。 

美しい歌声がホールに響き渡りました 

開進一中生 最近の活躍 

地区祭で小さな子供たちのお世話

をする開進一中の生徒たち 

地区祭で活躍する 

中学生ボランタリー 

10月27日（日）開進一小を

会場に地域の「地区祭」が行わ

れました。本校から 22 名の生

徒がボランタリーとして参加。 

地域の方とともに地区祭を支え

ながら、多くのことを学ばせて

いただきました。 


